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歳入

歳出
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71億2923万円

76億5924万円

75億5478万円
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68億8553万円

教育費　9億9393万円
その他　5億9196万円

総務費　7億9835万円
公債費

8億2084万円
消防費　
4億6234万円

民生費　22億8215万円 衛生費
9億3596万円

23億4596万円 11億3548万円

6億8530万円 6億4670万円8億2065万円9億1638万円

10億431万円

平
成
23
年
度
平
成
24
年
度

平
成
23
年
度
平
成
24
年
度

繰入金
8567万円

その他自主財源
6億4530万円

国庫支出金
6億2773円

県支出金
4億1887万円

町債　5億4500万円

その他依存財源
3億7022万円

自主財源　26億5716万円 依存財源　44億7207万円

町税　19億2619万円 地方交付税　25億1025万円

18億5085万円 25億5541万円 9億6320万円

自主財源　27億2948万円 依存財源　49億2976万円
1億852万円 6億1443万円7億7011万円

3億3317万円

4億6355万円
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況

基
金
・
町
債
の
現
在
高

平成24年度決算
　平成24年度の決算がまとまりました。みなさんに納めていただいた町税などでど
のような事業が行われたかをお知らせします。

平成23年度との決算額比較
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区　分 平成�4年度決算額 平成��年度決算額 増減額
義務的経費 30億9626万円 31億7370万円 △ 7744万円

人件費 13億3660万円 13億0645万円  3015万円
扶助費 10億7436万円 10億4641万円 2795万円
公債費 6億8530万円 8億2084万円 △ 1億3554万円

投資的経費 10億2337万円 6億6931万円 3億5406万円
普 通 建 設
事　業　費 9億7833万円 6億4216万円 3億3617万円

災 害 復 旧
事　業　費 4504万円 2715万円 1789万円

その他の経費 34億3515万円 30億4252万円 3億9263万円
物件費 9億5554万円 10億1020万円 △ 5466万円
繰出金 8億1725万円 7億8061万円 3664万円

補助費等 12億1825万円 11億5143万円 6682万円
その他 4億4411万円 1億5428万円 3億4383万円

合計 75億5478万円 68億8553万円 6億6925万円

平成24年度に行った主な事業と決算額

　平成�4年度に実施した主な事業とその主な
内容をお知らせします。

防災行政無線デジタル化事業		５億4379万円
　防災行政無線をデジタル化し、町内に２箇所
の中継局、77箇所の屋外拡声スピーカーを設置
しました。

小学校整備事業	 6895万円
　大淀緑ヶ丘小学校のプール改修工事、桜ヶ丘
小学校のプール濾過器改修工事を行いました。

大淀西部幼稚園大規模改修事業	 5362万円
　平成25年４月から町立幼稚園を３園から２園
に統合することに伴い、大淀西部幼稚園の大規
模改修工事を行いました。

第４分団ポンプ車購入事業	 2541万円
　大淀町消防団第４分団にて使用する水槽付き
ポンプ自動車を購入しました。

旧第二保育所解体事業	 1552万円
　平成23年３月末をもって閉園した第二保育所
の建物の解体を行いました。

・・・・・	繰出金	・・・・・
①後期高齢者医療特別会計　　２億5689万円
②介護保険特別会計　　　　　２億3081万円
③下水道事業特別会計　　　　２億 円
④国民健康保険事業特別会計　１億2955万円

・・・・・	補助費等	・・・・・
①中吉野広域消防組合負担金　３億8806万円
②大淀病院事業会計負担金　　２億9998万円
③南和広域衛生組合負担金　　２億4731万円
④南和広域医療組合負担金　　　　1356万円

歳出内訳（性質別）

扶助費
　 児童手当法などの法令に基づいた児童手当などの支

給や、町が単独で行う各種扶助のためのお金
普通建設事業費
　道路や学校など公共施設の整備のためのお金
繰出金
　 国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会

計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計の４つ
の特別会計への一般会計の負担分

補助費等
　 ごみ処理施設などの一部事務組合に対する負担金お

よび町内の各種団体に補助するための費用などです。
公債費
　 国や金融機関などから借りたお金の返済金とその利

息の支払いのためのお金
町税（自主財源）
　町が賦課徴収する税金
繰入金（自主財源）
　おもに基金（町が蓄えている貯金）を取り崩したお金
地方交付税（依存財源）
　 町の面積や人口などの規模に応じて国から配分され

るお金
臨時財政対策債（依存財源）
　 国から交付される地方交付税が交付されるべき額より

不足した場合に、不足分を補うために発行できる地方
債のことです。その償還金は後の年度の地方交付税に
算入されますので、実質は地方交付税の代替財源です。

国庫支出金・県支出金（依存財源）
　特定の事業の財源として、国・県から交付されるお金

用語の説明

その他歳出内訳
平成�4年度 平成��年度 増減額

土木費 4億7498万円 3億7283万円 3215万円
議会費 9577万円 1億7259万円 △ 682万円

農林水産費 7408万円 6290万円 1118万円
災害復旧費 4504万円 2715万円 1789万円

商工費 2683万円 2649万円 34万円
その他合計 6億4670万円 5億9196万円 5474万円

その他歳入内訳
　 　 平成�4年度 平成��年度 増減額

町
税

固定資産税 8億6646万円 9億3338万円 △ 6692万円
町民税 8億1274万円 8億2281万円 △ 1007万円

たばこ税 1億2848万円 1億2701万円 147万円
軽自動車税 4317万円 4299万円 18万円

合計 18億5085万円 19億2619万円 △ 7534万円

そ
の
他
の
自
主
財
源

使用料・手数料 1億5916万円 1億5087万円 829万円
諸収入 2億6378万円 1億3608万円 1億2770万円

分担金・負担金 1億2987万円 1億2469万円 518万円
財産収入 1億1060万円 9112万円 1948万円
寄附金 3704万円 693万円 3011万円
繰越金 6966万円 1億3561万円 △ 6595万円
合計 7億7011万円 6億4530万円 1億2481万円

そ
の
他
の
依
存
財
源

地方消費税交付金 1億5320万円 1億5409万円 △ 89万円
地方譲与税 6806万円 7293万円 △ 487万円

ゴルフ場利用税交付金 6000万円 6215万円 △ 215万円
地方特例交付金 1082万円 4174万円 △ 3092万円

自動車取得税交付金 2216万円 1889万円 327万円

利子割交付金 684万円 904万円 △ 220万円

配当割交付金 783万円 726万円 57万円
交通安全対策特別交付金 237万円 239万円 △ 2万円
株式等譲渡所得割交付金 189万円 173万円 16万円

合計 3億3317万円 3億7022万円 △ 3705万円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平
成19年６月に公布され、これにより地方公共団体は、
毎年度、健全化判断比率と資金不足比率を公表する
こととなりました。
　地方公共団体は、この健全化判断比率が、「早期健
全化基準」、「財政再生基準」を超えると、財政健全化
または財政再生計画を策定・公表し、それに従って
財政健全化を進めていくこととなります。

　一般会計等の赤字額が町の標準的な収入に占める
割合を指標化したものです。財政運営の深刻度を示
すもので、平成24年度においても黒字であったので、
該当なしとなりました。

　公営企業の資金不足額も含めた、すべての会計の
赤字額が、町の標準的な収入に占める割合を指標化
したものです。平成24年度においても黒字であった
ので、該当なしとなりました。

　町の借入金の返済にかかる費用が、町の標準的な
収入に占める割合を指標化したものです。平成24年
度は7.4％と前年度より0.7ポイントの良化となりま
した。

　一般会計等が現時点で将来にわたり負担していく
と考えられる額が、その年の標準的な収入に対して
どれくらいかを指標としたものです。今年も将来的
な負担額よりも資産が多くなったため、該当なしと
なりました。

　公営企業における資金不足の額が公営企業の事業
規模に占める割合で、経営状況の深刻度を示すもの
です。平成24年度においても水道事業、病院事業、
下水道事業ともに資金不足ではないため、該当なし
となりました。

健全化判断比率等

健全化判断比率 早期健全
化基準

財政再生
基準平成��年度 平成�4年度

実 質 赤 字 比 率 − − 015％ 020％
連結実質赤字比率 − − 020％ 030％
実 質 公 債 費 比 率 8.1％ 7.4％ 025％ 035％
将 来 負 担 比 率 − − 350％ −

資金不足比率 経営健全
化基準平成��年度 平成�4年度

下 水 道 事 業 − −
20％水 道 事 業 − −

病 院 事 業 − −

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

ふるさと応援寄附の運用状況について

　平成24年度に大淀町ふるさと応援寄附金として総
額3704万2685円（41件）の寄付をいただきました。
ありがとうございました。

　収益的収入　 3億5408万円
　収益的支出　 3億2281万円
　資本的収入　 2424万円
　資本的支出　 1億6803万円

　平成24年度末では、8,041件（量水器取付件数）、１万
9298人に給水を行っています。
　建設改良事業では、公共下水道事業に伴う配水管移
設工事、緊急連絡管布設工事および平畑第一配水場
2,000立方メートル配水池耐震補強等整備工事等を行い
ました。

水道事業会計

　事業収益　　24億8534万円
　事業費用　　26億4320万円
　資本的収入　 　8945万円
　資本的支出　 1億5002万円

　当年度の事業状況は、入院患者数 ４万2364人（１日平
均116.1人）、外来患者数 10万9877人（１日平均407.0
人）となりました。
　病院経営は厳しい状況が続いておりますが、南和新病
院体制への移行まで、地域医療の堅持と質の高い医療の
提供に努めてまいります。

病院事業会計

平成24年度　特別会計決算

住宅改修資金等
貸付金特別会計

歳入 2880万円 実質収支は10万円の黒字
で、翌年度に10万円を繰
り越します。歳出 2870万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計

歳入 22億 985万円 実質収支は59万円の黒字
で、財政調整基金に59万
円繰り入れました。歳出 22億 926万円

後期高齢者医療
特　別　会　計

歳入 1億7574万円 実質収支は16万円の黒字
で、翌年度に16万円を繰
り越します。歳出 1億7558万円

介　護　保　険
特　別　会　計

歳入 15億8980万円 実質収支は18万円の黒字
で、財政調整基金に18万
円を繰り入れました。歳出 15億8962万円

公 園 墓 地 事 業
特　別　会　計

歳入 1012万円 実質収支は４万円の黒字
で、翌年度に４万円を繰
り越します。歳出 1008万円

下 水 道 事 業
特　別　会　計

歳入 8億4715万円 差引残高400万円は、翌
年度繰越事業の財源とし
て繰り越すため、実質収
支は０円となりました。歳出 8億4315万円
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区　分 数　量 備　　考
穀　類 ２合 米・大豆・小豆・麦・その他の豆類

根菜類
３本 大根・ごぼう・かぶ・その他
10本 二十日大根

いも類
３本 長いも・コンニャク・つくねいも
５個 馬鈴薯・甘薯
10個 里いも

葉菜類

３株 白菜・キャベツ・水菜・ミニ白菜
チンゲンサイ・その他の野菜

３束 ほうれん草・アシタバ
( １束＝５株）

15本 ねぎ
５本 特殊ねぎ

果実類
５個 キウイ・みかん・柿
３個 梨・りんご
20個 栗

野菜類
５個 たまねぎ・ニンニク
３個 南瓜等大きな物

鶏　卵 10個

花き類
切花 10本１組
鉢物 １本または１鉢

苗木類 ５本 １年生　10本
きのこ類 ３袋 １袋＝100グラム
お　茶 100グラム ただし、煎茶のみ

しょうが ３個

　町内在住で自家生産の農林産物であれば、ど
なたでも出品できます。農家のみなさんはもち
ろん、家庭菜園を楽しまれているみなさんも
奮ってご参加ください！
■開催日・内容
○11 月 16 日（土）
　出品物の受付、審査、一般公開
○11 月 17 日（日）
　 表彰式、出品物の一般公開・即売会
■場　　所　町役場　町民ホール
■出品規格　右表のとおり
※ 　出品物は、１人が１作物ごとに１品のみで

必ず自家生産物であり、出品規格に適合しな
い場合（数量不足等）は、審査対象外となり
ます。なお、出品物は返還せず、17 日（日）
に即売します。

■搬入スケジュール
　11 月 16 日（土）午前９時～正午に、町役場
まで持参してください。

餅つき大会も開催します
11 月 16 日（土）午後１時～
　　  17 日（日）午前９時～

■問い合わせ先
　町役場　建設産業課

第 49 回農林産物品評会

　町は、半島振興法による「産業の振興に関する
計画」を策定し、地域指定を受けました。　
　この計画の対象となる業種に該当する事業者
が、平成 25 年４月１日以降に町内で工業用機械
等の設備投資等を行い、一定の条件を満たした場
合、租税特別措置法に基づく５年間の割増償却が
適用されます。
　この適用を受けようとする事業者は、設備投資
等がこの計画に適合しているかの確認申請書を税
務申告前に町役場へ提出する必
要があります。詳しい要件等は
町役場企画政策課までおたずね
いただくか、町ホームページを
ご覧ください。

■問い合わせ先
　町役場　企画政策課

事業者のみなさんへ
産業振興機械等の取得等にかかる

確認申請について　10 月 1 日を基準日として大淀町の一部地域に
て住宅・土地統計調査を実施しています。

平成25年住宅・土地統計調査
調査へのご協力ありがとうございます

　ご回答がお済みでない場合は、調査員が調査
票の受け取りに伺った際に、調査票をご提出い
ただくか、インターネットによりご回答くださ
い。
　なお、インターネットによる回答期限は 10
月 6 日（日）ですので、インターネットをご
利用者は、早めにご回答をお願いいたします。

　この調査の結果は、住生活に関連した政策の基
礎資料などとして、各方面で幅広く活用されます。

■問い合わせ先
　町役場　企画政策課
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町外チームと対戦
町教育長杯争奪バレーボール大会

　町スポーツ少年団・町教育委員会主催の「大淀町教
育長杯争奪バレーボール大会」が、９月８日（日）に町
立大淀中学校体育館で開催されました。
　今大会は、町スポーツ少年団から３チームと町外
から招待された５チームの計８チームが参加し、大
会をとおして地域間の交流と親睦を深められました。
　当日は、子どもたちの熱気で暑くなった体育館で、
どのチームも最後まで集中力を切らすことなく熱戦
が繰り広げられ、片桐
ファイターズ（大和郡
山市）が優勝されまし
た。

▼受賞された米田さん

瑞宝双光章を受章
故・梅谷 忠英さん

　長年の教育功労が認められ、元町立大淀北野小学
校（現 町立大淀希望ヶ丘小学校）校長の故・梅谷忠英
さん（本年５月にご逝去）に瑞宝双光章が授与されま
した。
　梅谷さんは、昭和28年から平成４年までの長きに
わたり、吉野郡内の小・中学校および県立青年の家で、
教育活動に尽力されました。
　その間、特に理科教育の充実に重きをおかれ、積
極的な研究会の開催や教員間の実践交流によって、
指導方法の改善と工夫に努められました。また、深
い愛情と情熱をもって献身的に児童生徒たちを指導
され、保護者・地域・
教職員からも厚い
信望を集められま
した。
　ここに故・梅谷
さんの生前の功績
をたたえ、心から
ご冥福をお祈りし
ます。

奈良県知事表彰を受賞
米田 幸子さん

　９月４日（水）、奈良県文化会館国際ホールで行わ
れた平成25年度奈良県戦没者追悼式で、町戦没者遺
族会監事の米田幸子さんが援護功労者として奈良県
知事表彰を受賞されました。
　米田さんは、20年もの長きにわたり町戦没者遺族
会の婦人部長や監事などとして、遺族会の運営や地
域社会の福祉向上に尽力されました。
　受賞に際し米田さんは、「このような賞をいただけて
光栄です。今回の受賞は、まわりのみなさんの支えが
あったからこそいただけたものです。今後もみなさ
んと支え合いながら、
一生懸命活動に取り
組んでいきたいです。
戦争は絶対にしては
いけないものです。
みなさんが平和で安
心して暮らしていけ
ることを切望してい
ます。」と話してくだ
さいました。

奈良県知事表彰を受賞
大西 義信雄さん

　９月13日（金）、奈良県庁で大西義信雄さんが老人
福祉功労者として奈良県知事表彰を受賞されました。
　大西さんは、金吾町お笑い会の会長や町老人クラ
ブ連合会の理事として、老人クラブ活動の活性化に
貢献されました。特に、町老人クラブ連合会ゲート
ボール部部長や町ゲートボール協会会計として、ゲ
ートボール競技の推進に尽力されました。
　受賞に際し大西さんは、「今回の受賞は、みなさん
のご協力のもといただけたものです。感謝の気持ち
でいっぱいです。ゲートボールは子供から高齢者ま
で男女を問わず、誰
でも親しめるスポー
ツです。しかし、競
技人口は減少傾向に
あります。健康維持
のためにも、ぜひみ
なさんにも参加して
いただきたいです。」
と話してくださいま
した。

▼故・梅谷さんの
　ご家族

▼受賞された大西さん

▲▲大会の様子
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健康で長生きできる社会を
高齢者福祉月間

　９月の高齢者福祉月間中、高齢者が生きがいを持
って健康で安心して生活できる社会を築くことを目
的に、町内でいろいろな敬老事業が行われました。
　米寿（88歳）、白寿（99歳）および100歳以上の高
齢者には、敬老のお祝いの品が贈られました。
　また、９月20（金）には、町文化会館あらかしホー
ルで、町老人クラブ連合会の総会と町高齢者福祉大
会が開催され、町長をはじめ多くの来賓から長寿の
お祝いの言葉が贈られま
した。また、ものまね歌謡
ショー、漫才などのアトラ
クションやお楽しみ抽選
会も行われ、みなさん楽
しい時間を過ごしました。

町政について理解を深める
町中央女性学級と正副議長が懇談

　９月10日（火）、町中央女性学級が、「町政について
理解を深めたい」との思いから町議会に関する勉強会
を開催し、21人の学級生が町議会の一般質問を傍聴
した後、谷完二議長・植田順作副議長との懇談会を行
いました。
　この懇談会では、谷議長から議会の構成や仕組み
等について、植田副議長から新病院の計画案につい
ての説明があり、それに対し学級生からの質問や要
望を受けました。
　質問の多くは、女性ならではの視点に基づくもの
であり、正副議長は「女性の意見をもっと町政に生か
せるように励んでいきます。」と話していました。

▲懇談会の様子

そ　
　
　

の　
　
　

他

▲お楽しみ抽選会

▲健康体操
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国民年金国民年金
過去 10 年以内に国民年金保険料の納め忘れがあるみなさまへ
国民年金保険料後納制度をご利用ください

　平成 24 年 10 月から平成 27 年９月までの３年間に限り、国民年金保険料の納付可能期間が過去２年から
10 年に延長（「後納制度」といいます）されました。
■後納制度のメリット
　２年以上前の保険料を納めることにより、
　①将来受け取る年金額が増額
　②年金の受給資格が得られる可能性　があります。

　　１カ月分の後納保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額される目安としては…

　　　　　���,�00 円　※　平成 �� 年度 10 月以降満額の年金額
≒ 1,�00 円（年額）増額 　　　　　　

　　　　　　　　　　　4�0 カ月（40 年× 1� カ月）
　された金額が毎年支給されます。　　

■ご利用いただける人
① 20 歳以上 60 歳未満の人：10 年以内に納め忘れの期間（納付・免除以外）や未加入期間をお持ちの人
② 60 歳以上 65 歳未満の人：①の期間のほか任意加入中に納め忘れの期間をお持ちの人
③ 65 歳以上の人：年金受給資格がなく任意加入中の人など
※　老齢基礎年金を受給している人はお申し込みできません。
　　３年度以上さかのぼって保険料を納付する際は、加算金がかかります。

　後納制度について詳しい内容は、日本年金機構ホームページ（http://www.nenkin.go.jp/）で確認できます。

■問い合わせ先　◦国民年金保険料専用ダイヤル　☎ 0570-011-050
　　　　　　　　◦大和高田年金事務所　☎ 0745-22-3531

だより介 護 保 険
教 ！え て

な る ほ ど

認知症サポーター養成講座について

　厚生労働省は 2012 年度の調査の結果、65 歳以
上の高齢者の約15％(約462万人)が認知症を患っ
ていると発表しました。高齢になるほどその発症率
は高くなり、認知症はいまや国民的課題のひとつで
す。

　「認知症とはどういう病気なのか？」「認知症の
人やその家族に対してどのように接すればいいの
か？」など、病名は知っていても詳しくは分からな
いことはありませんか？
　大淀町では「全国キャラバン・メイト連絡協議会」
との協働で、「認知症サポーター養成講座」を開催し、
認知症に対する基本的な知識と理解を深めることが
大切であると考えています。 
　「認知症サポーター養成講座」を受けた人は「認
知症サポーター」に認定されます。特別な活動等は
ありません。認知症を正しく理解し、認知症の人や
その家族を温かく見守ることが、認知症の人を地域
ぐるみで支える基盤づくりへとつながります。

　「認知症サポーター養成講座」は 10 月 31 日（木）
開催予定です（21 ページ参照）。詳しくは、町役場
ほけん課介護保険係までお問い合わせください。

■問い合わせ先　町役場　ほけん課

８月１日から
小学生の入院の医療費助成

が始まりました

　医療機関で入院医療費を支払うと、後日、一部負
担金を控除した金額が支給されます。ただし、食事
代や保険給付の対象とならない医
療費、差額ベッド代、文書代など
は対象外です。詳しくは、町役場
ほけん課へお問い合わせください。

■問い合わせ先
　町役場　ほけん課

大淀町ふるさと応援寄附金について
　８月中に次のみなさまから寄附をいただきました。

　　喜多　章介　様　　1,500,000円
　　　匿　　　名　　　　 10,000円
　　　匿　　　名　　　　 10,000円
　　　匿　　　名　　　　 3,000円

　みなさまの熱い想いを実現できるよ
うに、大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたし
ます。
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小学校英語指導助手の
ディオン・リーレイ・クラークさん

　みなさん、こんにちは！梨の音です！秋の訪れとともに、
ようやく気候も落ち着いてきましたね。みなさんがこの素
晴らしい気候の中で、外へ出て楽しく過ごす事ができたら
いいなと思います。大学で日本の文化について学んだとき
には、たくさんの書物や教材で、季節が重点的に取り上げ
られました。それぞれの季節には、それぞれ違った祭事が
あり、美術や芸術の展示会があり、作詩の大会では作者が
刻々と変わる青空の様子や、セミの鳴き声、紅葉の様子な
どをこと細かく描写します。日本で２年間暮らした今では、
私も冬の北海道に映える白銀の山の美しさや、春の柔らか
な風の中で舞う桜の花の不思議さについて、描写したいと
切望する気持ちが理解できるようになりました。季節が変
わるたびに、新しく不思議な体験と共に、まったく異なっ
た世界へ足を踏み出すように感じます。
　私は日本の四季と気候が大好きです。いつもは天候に恵
まれて過ごしていますが、ここしばらくは少し困ったこと
が続きました。夏の間はたくさんの野外イベントを楽しみ
ました。しかし、バーベキューやスポーツの練習を計画す
るたびに雨が降ったり台風が来たりしました。奈良市では、
バサラ祭りと呼ばれる素晴らしい踊りの祭典があります。
しかし、今年はひどく雨が降ったために、一日しか踊れま
せんでした。私たち JET のメンバーは、今年は県庁の前で
踊る予定で準備をしていました。空が雲に覆われて涼しい
風が吹くので初めのうちは喜んでいたのですが、30分も
しないうちにどしゃぶりの雨が降ってきました。地面は土
と鹿のふんでぬかるんで滑りやすくなりました。雨は私た
ちの服をびしょ濡れにし、視界をぼやけさせました。服は
びしょ濡れで肌にはりつき、暑くて不快でした。しかし幸
運なことに、この不快感は音楽が鳴り始めると消えました。
最初の「かまえ！」の号令で足を地面にしっかりと立て、鳴
子を準備し、魂を込めて踊りました。本当にバサラ祭りは
素晴らしい祭りです。バサラ祭りは、新規の JET メンバー
として初めて参加する文化的な行事の一つであり、最も思
い出深い行事となります。雨、みぞれ、もしくは晴天のと
きにでも、わたしたちは奈良の町中を歓喜の叫び声で埋め
尽くします。

Hello all! Nashi no oto desu! Fall is here and the 
weather is finally cooling down. I hope everyone has 
a chance to get outside and enjoy this wonderful 
weather. While studying Japanese culture in college, 
a lot of our reading material would focus on seasons. 
Each season would spur a different festival, art 
exhibit or poetry writing contest and the author 
would describe the minute detail of every blue sky, 
chirping cicada, and changing leaf. After living in 
Japan for 2 years, it is easy to understand the 
desire to describe the chilling beauty of a truly white 
winter in the mountains of Hokkaido or the magic 
of cherry blossoms dancing upon a soft breeze. As 
the seasons change, it feels as if you are entering 
an entirely different world with new wonders to 
experience. 
I love the weather and changing seasons of Japan. 
We usually have a pretty decent relationship, but 
lately we have been having a few problems. In the 
summer we enjoy having a lot of outdoor events. Yet, 
whenever we plan a barbeque or sports practice, it 
would either rain or typhoon. In Nara city, there is a 
wonderful dance festival called Basara Matsuri. This 
year, we were only able to dance for one day because 
of the heavy rain. The location for this year’s dance 
was in front of the Nara Prefectural Office. At first we 
enjoyed the cloud cover and cool breeze, but within 
thirty minutes the rain began to pour. The ground 
became a muddy and slippery mix of dirt and deer 
droppings. The rain soaked our clothes and obscured 
our vision. We were an uncomfortably hot, soaked 
and sticky mess. Fortunately, this discomfort only 
lasted until the music began. At the first shout of 

“Kamae!” we planted our feet, readied our naruko and 
danced our hearts out. Basara Matsuri is truly great. 
It is one of the first cultural events we attend as new 
JETs and it is certainly a memorable one. Rain, sleet 
or shine we fill the streets of Nara with shouts of joy.

　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　

町
役
場　

税
務
課

に
関
す
る

に
関
す
る

税

お
知
ら
せ

税

お
知
ら
せ

10
月
は
町
県
民
税
第
３
期
の
納
期
で
す

全期・第１期 ７月１日

第２期 ９月２日

第３期 10 月 31 日

第４期 12 月 25 日

　

町
県
民
税
第
３
期
の
納
期
は
10
月
�1
日（
木
）ま
で
で
す
。
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
な

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
依
頼
書

は
、
町
内
の
各
金
融
機
関
や

郵
便
局
の
窓
口
に
も
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
町
県
民
税
が

特
別
徴
収(

引
き
落
と
し)

さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
等
の
受
給
者
で
公
的
年
金
等
に
係
る
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
公
的
年
金
等
に
係
る
町
県
民
税

が
特
別
徴
収（
引
き
落
と
し
）さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
に
係
る
町
県
民
税
額
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
別
途
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
発
送

し
ま
し
た
平
成
25
年
度
町
県
民
税
納
税
通
知
書
で
特
別
徴
収
す

る
年
金
の
種
類
、
徴
収
す
る
税
額
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平成��年度 町県民税の納期限
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（健康増進課）

11月７日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　 身体計測や、保健師・栄養士に
             よる健康や育児についての相談
             を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
             尿検査・血圧測定・保健師や栄養
             士による健康についての相談を
             行います。母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健センターで

交付しています。印鑑を持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

●子どもの健康診査

●予防接種

　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ カ 月 児 健 康 診 査
10月９日（水）・午後０時45分～午後１時 H25. ５.10～ H25. ６.13生まれ
11月13日（水）・午後０時45分～午後１時 H25. ６.14～ H25. ７.18生まれ

10 カ 月 児 健 康 診 査
10月23日（水）・午後０時45分～午後１時 H24.11.24～ H24.12.15生まれ
11月14日（木）・午後０時45分～午後１時 H24.12.16～ H25. １.19生まれ

３ 歳 児 健 康 診 査 10月30日（水）・午後１時15分～午後２時 H22. ３. １～ H22. ４.30生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　今年度から BCG 予防接種は４カ月児健診とは別日程で行っています。
※４　４カ月・10カ月児健康診査では、午後１時から午後１時30分まで離乳食講座、講座終了後健康診査を実施します。
　　　健診を受ける人は、講座開始前の受付時間内に会場へ来てください。健診は受付順です。

予防接種名 実施日 受付時間
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子
四 種 混 合

百日咳
ジフテリア

破傷風（不活化ポリオ） Ⅰ期初回
（３回接種）

10月11日（金）
11月11日（月）
12月11日（水）

午後１時30分
～午後１時45分

H25. ６.12
～ H25. ７.11生まれ

７歳６カ月未満の子 

三種混合およびポリオワクチン
を受けていない子

三 種 混 合
百日咳（ジフテリア）破傷風

Ⅰ期初回
（３回接種）

10月11日（金） 午後１時15分
～午後１時30分

７歳６カ月未満の子

Ⅰ期
追加

H24. ２.13
～ H24. ３.13生まれ

「Ⅰ期初回」の接種を終了した
７歳６カ月未満の子 

二 種 混 合

（ジフテリア）破傷風
Ⅱ期 10月11日（金） 午後１時45分

～午後２時
小学６年生および
13歳未満の中学生

Ｂ Ｃ Ｇ 10月18日（金） 午後１時
～午後１時15分

H25. ４.11
～ H25. ５.12生まれ １歳未満の子

不活化ポリオ
（皮下注射）

初回
（３回接種） 10月29日（火） 午後２時

～午後２時15分 ７歳６カ月未満の子

麻しん風しん
混　　　　 合

第１期
10月29日（火） 午後１時30分

～午後２時

H24.10. １
～ H24.10.29生まれ １歳から２歳未満の子

第２期 H19. ４. ２～ H20. ４. １生まれ
( 幼稚園・保育所等の年長児 )

※１　対象児には予診票を送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　受付時間は予防接種の種類により、異なります。
　★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等のご連絡をお願いします。
　　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉

日本脳炎予防接種について
　平成17年の日本脳炎ワクチン接種の差し控えにより、日本脳炎ワクチンを受けられていない平成７年４月２日～
平成19年４月１日生の人は、20歳未満まで、新ワクチン（細胞培養日本脳炎ワクチン）で不足回数分の接種が可能に
なりました。
■接種回数　第１期（初回２回・追加１回）追加接種⇒初回接種２回目から約１年の間隔をあける
　　　　　　第２期（９歳以上　1回）　※　母子手帳等で不足回数をご確認ください。
　（第２期は現在積極的な接種勧奨を行っていません。第１期終了後、約４～５年の間隔をあけての接種になります。）
　⇒平成25年度、高校３年生に相当する年齢の人には、今年度、【第２期】の積極的な接種勧奨を実施します。
※　個別通知はしませんので、接種を希望される場合は町保健センターにお問い合わせください。
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●個別検診

●集団検診
検診・内容 実施日・受付時間・場所 対　　象 料　　金 定　員

肺がん検診
（胸部Ｘ線撮影・問診）
（必要な人は喀痰検査　※　別料金）
大腸がん検診

（便潜血検査・問診）
前立腺がん検診

（血液検査・問診）
肝炎ウイルス検診

（血液検査・問診）

11月12日（火）
　①午前９時～正午
　②午後１時30分～
　　午後３時

町保健センター

満40歳以上の町民
※　前立腺がん検診は

男性のみ
※　肝炎ウイルス検診

は以前に町で受けて
いない人

【満40～64歳】各400円
【満65歳以上】各200円

各回70人
※　要予約
※　先着順

胃がん検診
（胃部Ｘ線撮影・問診）

11月12日（火）
午前９時～正午
町保健センター

満35歳以上の町民 【満35～64歳】1,000円
【満65歳以上】 500円

50人
※　要予約
※　先着順

子宮がん検診（頸部）
（視診・内診・問診・子宮頸部細胞診）

11月１日（金）
午後１時30分～
午後３時30分

町保健センター

満20歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受けて

いない人。ただし、が
ん検診無料クーポン券
で今年度受ける人は、こ
の限りではありません。

【満20～64歳】1,000円
【満65歳以上】 500円

60人
※　要予約
※　先着順

乳がん検診
（視診・触診・問診・乳房Ｘ線撮影）

12月４日（水）
１月22日（水）
２月５日（水）
午後１時～

午後２時30分
町立大淀病院

満40歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受けて

いない人。ただし、が
ん検診無料クーポン券
で今年度受ける人は、こ
の限りではありません。

【満40～49歳】2,000円
【満50～64歳】1,800円
【満65歳以上】　500円

20人
※　要予約
※　先着順

※　町保健センターに電話等で申し込んでください。
※　集団検診は上記以外の日程・内容もあります。詳しくは、町保健センターにお問い合わせください。

未熟児養育医療の申請先が
町保健センターに変わりました！

　４月１日から、未熟児養育医療の申請先が県保健所
から市町村に変わりました。申請が
必要になった場合は、町保健センター
へ連絡してください。
　なお、低出生体重児の出生の届出
の受理および未熟児の訪問指導につ
いても町が行うこととなりました。

検診・内容 実施期間 実施医療機関 対　　象 料　　金

乳がん検診
（視診・触診・問診・乳房
Ｘ線撮影） ４月～

平成26年２月末
※ 　医療機関の

予約が定員に
なり次第終了

町の契約医療機関
町立大淀病院・五條病院・
鎌田医院田園診療所・平尾
病院・平成記念病院・済生会
中和病院・済生会御所病院

満40歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受け

ていない人

【満40～49歳】2,300円
【満50～64歳】2,000円
【満65歳以上】　500円

子宮がん検診
（視診・内診・問診・子宮
頸部細胞診）

県内の登録医療機関
※ 　希望の医療機関が該当

するか等、詳しくはお問
い合わせください。

満20歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受け

ていない人

〈頸部のみ〉
【満65歳未満】2,000円
【満65歳以上】 500円
〈頸部・体部〉
【満65歳未満】2,900円
【満65歳以上】 500円

※１　医療機関で個別に受診するための受診票を発行しています。
※２　発行の申請は町保健センターに電話などで申し込んでください。

麻しん風しん混合予防接種について（第２期：年長児のお子さん）
　麻しん風しん混合予防接種（第２期）を終了していないお子さんは、来年３月31日までに接種を受けてください。
来年の４月以降は、接種対象外となります。

県立五條病院からのお知らせ
日曜日に乳がん検診を受けられます
■日　時　10月20日（日）　午前８時50分～正午
■対　象　満40歳以上の町民（女性）
　　　　　※　平成24年度に受けていない人
■定　員　20名　※　定員になり次第締め切ります。
■申込方法　
　事前に五條病院へ電話予約してください。予約完了
後、町保健センターに電話で個別申請をしてください。
■申込み・問い合わせ先
◦県立五條病院　☎0747-22-1112
◦町保健センター（健康増進課）☎0747-52-9403
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　若いからがんにならない？そんなことは決してあり
ません！！特に子宮頸がんは20～30歳代の発症率が急
増しているがんです。

＊＊「子宮頸がん」ってどんながん？＊＊
　子宮がんには頸がんと体
がんの２種類があります。
子宮頸がんは子宮の入り口
である頸部に発生したがん
です。子宮の入口付近に発
生するので観察や検査がし
やすいため、検診により発
見しやすいがんです。

　また、早期に発見すれば、比較的治療しやすく予後
の良いがんです。
　子宮頸がんは近
年、20～30歳 代 で
の発症率が増えてき
ています。これは、
性活動が活発な若い
年代での感染の機会
が増えているためと
考えられます。とい
うのも、子宮頸がん
の発生にはその多く
に、性行為により感染する発がん性ヒトパピローマウ
イルス（HPV）が関連しているからです。感染してもほ
とんどの場合、症状のないうちに自然に排除されます
が、排除されずに感染が長引くことがあり、それが原
因となって子宮頸がんを発症することがあります。
　子宮頸がんは初期には自覚症状がほとんどありませ
ん。がん検診を受けることが、早期発見の第一歩で
す！！

高齢者の肺炎球菌 / 乳児のロタウイルス
ワクチン各接種に係る助成について

　高齢者の肺炎球菌・乳児のロタウィルスワクチン ( 任
意 ) 各接種について費用の助成を行っています。これ
らのワクチン接種を希望される人は、町内実施医療機
関へお問い合わせのうえ、予約後、印鑑持参で町保健
センターに申請にお越しください。
■助成開始
　平成25年４月１日以降に接種したもの
■対象者・接種回数等

　町外実施医療機関での接種につきましては、町保健
センターにお問い合わせください。

ワクチンの種類 対象者 接種回数 受け方

高齢者の
肺炎球菌 65歳以上 １回

乳児の
ロタウイルス

生後６週～
24週 (32週 )

未満

ワクチンの種類に
より、回数が異な
ります。

＊＊「子宮頸がん検診」ってどんな事をするの？＊＊
　検診は受けてみたいけれど、初めての人はどんなこ
とをするのか気になりますね。ここでは大淀町の子宮
がん検診（頸部）の集団検診の流れをご紹介します。

＊＊子宮がん検診（頸部）の流れ＊＊
①問　診　 問診票をもとに症状の有無などをお聞きし

ます。
②視診・内診（検診車）
　 内診台に上がり、婦人科医が子宮頸

部や膣の内部に出血の有無やただれ
などがないか確認します。

③子宮頸部細胞診　

※ 　子宮がん検診の個別検診を
受けられる場合、医療機関に
よって検診の流れが異なる場
合があります。

【今年度最終】 集団子宮頸がん検診のお知らせ
■日　程　11月１日（金）
■場　所　町保健センター
■受　付　午後１時30分～午後３時30分
■対　象　満20歳以上の町民の女性
※ 　平成24年度に受けていない人。ただし女性特有

のがん検診無料クーポン券で今年度受ける人はこ
の限りではありません。

■定　員　60人（要予約）
■料　金　満65歳未満の人 1,000円
　　　　　満65歳以上の人 　500円

( 成人）風しんワクチン
接種に係る助成について

　風しんワクチン接種について費用の助成を行っています。
■助成対象者
　大淀町に在住の人で
　①平成７年４月１日以前生まれで妊娠を予定または希

望している女性
　②妊娠している女性の配偶者
　③妊娠している女性の同居家族
■助成対象期間
　平成25年４月１日～平成26年３月31日に接種したもの
■申請等手続き方法
　医療機関で接種後、助成金を還付
　○申請期間　平成26年３月31日まで
　○場　　所　町保健センター
　○必要書類　身分証明書・医療機関発行の領収書・接種

を証明する書類・印かん・振込先の分かる
もの
※　妊娠している女性の配偶者および同

居家族の人は母子手帳
詳しくは、保健センターまでお問い合わせください。

　子宮がん検診は医療機関で受診する個別検診もあり
ます。個別検診の受診票が必要ですので、保健センター
に電話等でお申込みください。
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）

痛みは一般的に軽いものです。
※ 個人差があります。
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健康ウォーキング
　秋の訪れを感じながら、健康づくりに取り組んでみ
ませんか？
■日 程
　11月18日（月）　午前９時　吉野駅集合
　 午後１時　大和上市駅解散予定
■コース　吉野・宮滝コース（約10㎞）
　 吉野駅 ― 如意輪寺 ―  稚児松地蔵 ― 高滝 ― 桜木

神社 ― 宮滝バス停（宮滝バス停12時44分発の八木
駅行き路線バスに乗車します。）

※　文化財技師松田氏の解説があります。
■定　員　50名　※　定員になり次第締め切ります。
■対　象　町民の人
■持ち物　保険証・水分補給のためのお茶や水・昼食
　　　　　バス運賃（宮滝～上市駅380円）
■主　催　おおよど元気アップセミナー
■参加申込
　町保健センターに電話等で申し込んでください。
■その他　◦登り下りの激しいコースです。
　　　　　◦雨天・警報発令の場合は中止します。
■申込み・問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）

■対 象 者　生後２カ月～５歳未満　※　対象者へは個別にご案内を郵送しました。
■接種方法　接種医療機関での個別接種

※　事前に医療機関へお問い合わせ（予約など）をしていただき、送付した予診票にご記入のうえ、受
けてください。

■接種回数等　回数や接種間隔は、年齢により異なります。
　　　　　　　※　１歳未満で接種を開始された人は、追加接種を忘れずに受けてください。

■指定医療機関　予約制（要問い合わせ）

　※　指定医療機関以外でも県内契約医療機関で受けられます。町保健センターにお問い合わせください。

・・・１歳以上～５歳未満で初めて接種を受けるお子さん（H20.4.2～ H24.5.31生まれ）の場合・・・
■接種方法　　町保健センターでの集団接種（予約制）　
　　　　　　　同時接種はできません。ヒブと肺炎球菌との接種間隔は１週間以上必要です。
　　　　　　　※　事前に町保健センターへご予約していただき、送付する予診票にご記入のうえ、受けてください。
■集団接種日程

※　毎回定員は40名
※　受付時間は、午前９時30分～午前10時　

ワクチン名 年　齢 回数 受　け　方

ヒブワクチン
２カ月～７カ月未満 ４回 ４週間から８週間の間隔で３回接種後、７カ月～13カ月時に１回
７カ月～１歳未満 ３回 ４週間から８週間の間隔で２回接種後、７カ月～13カ月時に１回

１歳以上～５歳未満 １回

小児用
肺炎球菌
ワクチン

２カ月～７カ月未満 ４回 27日以上の間隔で３回接種後、60日以上あけて（標準として、１歳～１歳３カ月時に）１回
７カ月～１歳未満 ３回 27日以上の間隔で２回接種後、60日以上あけて（標準として、１歳～１歳３カ月時に）１回

１歳児 ２回 60日の間隔で２回
２歳以上～５歳未満 １回

ワクチン名 年　齢 回数 受　け　方

ヒブワクチン １歳以上～
５歳未満 １回

小児用
肺炎球菌
ワクチン

１歳児 ２回 60日以上の間隔で２回
２歳以上～
５歳未満 １回

ヒブ・小児用肺炎球菌予防ワクチン接種について
今年度からヒブ・小児用肺炎球菌予防ワクチン接種は定期接種に加わりました

医療機関名 住　所 電話番号 備　考
町立大淀病院（小児科） 大淀町下渕353-1 0747-52-8801 電話受付時間：平日午後１時～４時

ごいちクリニック 大淀町北野1913-6 0746-34-5150 　

■接種回数等

■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）

ヒブワクチン 小児用肺炎球菌
11月 ５日（火） 19日（火）
12月 10日（火） 17日（火）
１月 14日（火） 21日（火）
２月 ４日（火） 25日（火）
３月 11日（火） 18日（火）

大淀町食育推進計画を
策定しました

　「食」がつくる健やかなまち大淀～楽しく、おいしく、
元気で長生き～を食育の基本理念として定め、食育に
関する取り組みを総合的に推進していくために「大淀
町食育推進計画」を策定しました。
　今後はこの計画に基づき、町民のみなさま一人ひと
りがあらゆる機会を通して食育への関心を深め、生
涯を通じて健康で豊かな生
活ができることをめざしま
す。

　計画書は町ホームページ
に掲載しています。また、
町保健センター（健康増進
課）で閲覧できます。

■問い合わせ先
　町保健センター（健康増進課）
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お
ね
し
ょ「
夜
尿
症
」の
お
話

日本小児科学会関連行事

こども健康フェア2013奈良
■日　時　10 月 26 日 ( 土 )
　　　　　午後１時～午後２時 30 分
■場　所　奈良県医師会館(橿原市内膳町５-５-８)
■内　容
○講演①『夜尿症児に関わった体験から』
　午後１時５分～午後１時 20 分
　( 香芝村尾クリニック 看護師長　長船 典子氏 )
○講演②
　『 おねしょと夜尿症は違うんです、その治し方』
　午後１時 20 分～午後２時 20 分
　( 兵庫医科大学 小児科学教授　服部 益治氏 )
○総合討論および質疑応答
　午後２時 20 分～午後２時 30 分
■参加費　無料
■予　約　不要
※ 　託児室（午後０時 30 分～午後３時）を希望

される人は、前もってお知らせください。なお、
おむつやミルクは各自ご用意ください。

■問い合わせ先　奈良県立医科大学　小児科
　　　　　　　　☎ 0744-22-3051

　
「
お
ね
し
ょ
」と
は
幼
児
期
に
、
夜
寝
て
い

る
間
に
お
漏も

ら
し
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す

が
、
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
、
小
学
生
に
な
っ

て
も
月
に
数
回
以
上「
お
ね
し
ょ
」を
す
る
こ

と
を「
夜
尿
症
」と
い
い
ま
す
。「
夜
尿
症
」は

６
歳
児
の
１
～
２
割
に
、
小
学
校
高
学
年
の

約
５
％
に
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
お
ね
し
ょ
」は
、
夜
眠
っ
て
い
る
と
き
に

作
ら
れ
る
尿
の
量
と
、
そ
の
尿
を
た
め
る
膀ぼ
う

胱こ
う

の
大
き
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な

い
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

　

｢

お
ね
し
ょ｣

の
原
因
と
し
て
は
、
夜
間

に
多
く
尿
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
タ
イ
プ

「
多
尿
型
」と
、
膀
胱
の
容
量
が
夜
間
に
作
ら

れ
る
尿
よ
り
少
な
い
タ
イ
プ「
膀
胱
型
」、
両

方
の「
混
合
型
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

膀
胱
型
で
は
、
昼
間
に
も
お
漏
ら
し
を
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、「
夜
尿
症
」は
決
し
て
珍

し
い
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
は
自
然

に
治
癒
し
て
い
き
ま
す
が
、
医
療
機
関（
小

児
科
、
泌
尿
器
科
な
ど
）で
適
切
に
治
療
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
早
く
治
癒
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
時
は
、

ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
で
は
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

超
音
波
検
査
等
を
行
い
、
上
記
の
ど
の
タ
イ

プ
か
を
考
え
、
必
要
に
応
じ
指
導
や
、
お
薬

を
用
い
た
治
療
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
で
き
る
対
策
は
、

① 

無
理
や
り
夜
中
に
起
こ
さ
な
い
。

② 

水
分
の
取
り
方
に
注
意
：
朝
・
昼
に
多
く
、

夕
方
か
ら
制
限
、
夕
食
は
早
め
に
。

③ 

規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
を
確
立
。

④
寒
さ（
冷
え
症
状
）へ
の
対
策
。

⑤
お
し
っ
こ
の
我
慢
訓
練
。

で
す
。

　

林
間
学
習
な
ど
宿
泊
を
伴
う
行
事
に
対
し

て
も
、
前
も
っ
て
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
検
査
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
直
前
で
な
く
、
少
な
く
と
も
半
年
以
上

前
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
立
大
淀
病
院　

小
児
科
部
長　
　
　

森
近　

省
吾

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場　総務課　☎0747−52−5501

◇ こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120−667−740

　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や
地域の話題をはじめ、各種行政情報、保健センター
だより、投稿ビデオコーナーなど盛りだくさんの内
容で放送しています。

投稿ビデオ　大募集！
　視聴者のみなさんからの投稿ビデオを
募集しています。また、撮影用ビデオカメラを貸
し出しています。
　詳しくは町役場総務課までお問い合わせくださ
い。

　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケ
ーブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。
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花岡大学編「大淀町の伝説と昔話」（『大淀町史』1973年）より

こどもダンススクール　生徒募集

◇時　間

◇料　金　ジュニア A・B・C　5,000円／１カ月
　　　　　キ ッ ズ A・B　 　4,000円／１カ月

クラス 対　象 時　　　　　間

ジュニア
A

小学生
（初級）

水曜日： 午後４時30分～
午後５時30分

ジュニア
B

小学生～中学生
（中級）

水曜日： 午後５時45分～
午後６時45分

ジュニア
C

小学生～中学生
（中級）

土曜日： 午後１時15分～
午後２時15分

キッズ
A

満４歳～小学生
（初級）

土曜日： 午前11時10分～
午後０時10分

キッズ
B

満４歳～小学生
（初中級）

土曜日： 午後０時20分～
午後１時20分

こどもスイミングスクール　無料体験

◇期　間　11月２日（土）～８日（金）
　　　　　※　11月５日（火）は定休日
◇時　間

◇定　員　各クラス　５名
　　　　　※　満員のクラスは除く
◇受　付　10月12日（土）～
　　　　　電話またはフロントで受け付けています。

クラス 対　象 時　　　　　間

A 満４歳～
１年生

水・木・金曜日： 午後３時40分～
土曜日： 午前10時30分～
日曜日： 午前10時～

B １年生～
４年生

水・木・金曜日： 午後４時50分～
土曜日： 午前11時40分～
日曜日： 午前11時10分～

C ３年生～
中学生

水・木・金曜日： 午後６時～
土曜日： 午後０時50分～
日曜日： 午前11時10分～

花
岡
童
話
を
愛
で
る　

第
十
九
話

さ
か
さ
竹（
鉾
立
）

文
／
花
岡
大
学

絵
／�

前
田
晃
宏
・
駒
谷
ヨ
シ
コ

　

鉾
立
の
清
九
郎
さ
ん
と
い
え
ば
、
日
本
国
中
に
名
前
の
き
こ
え
た
、

た
い
へ
ん
名
高
い
妙
好
人（
信
心
深
い
人
）で
、
あ
り
が
た
い
話
が
、
い

ろ
い
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
願
寺
の
お
っ
ぱ
ん
さ
ん（
御
仏
飯
）を
た
く
た
き
ぎ
を
せ
お
っ
て
、

京
都
ま
で
死
ぬ
ま
で
は
こ
び
つ
づ
け
た
と
い
う
の
も
そ
の
ひ
と
つ
だ

が
、
あ
る
と
き
木
津
川
ま
で
く
る
と
、
大
水
が
で
て
い
て
川
を
渡
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
清
九
郎
さ
ん
が
念
仏
を
と
な
え
な
が
ら
川
を
わ
た
ろ
う

と
す
る
と
、
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
清
九
郎
さ
ん
の
歩
く
と
こ
ろ
だ
け
水
が

二
つ
に
わ
れ
て
道
を
つ
く
り
、
難
な
く
向
う
岸
へ
つ
く
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
な
ど
、
だ
れ
に
で
も
知
ら
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
そ
の
と
き
い
つ
も
使
っ
て
い
た
竹
の
杖
だ
が
、
清
九
郎
さ

ん
が
な
く
な
っ
て
か
ら
の
ち
、
そ
れ
を
墓
の
上
に
た
て
て
お
く
と
、
い

つ
の
ま
に
か
新
芽
が
で
て
育
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
と
き
杖
は
、
さ
か
さ
に

た
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の

枝
は
み
ん
な
下
向
き
に
で
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
も
高
取
町
丹
生
谷
の
因
光

寺
と
い
う
お
寺
の
境
内
に
は
、

み
ん
な
下
向
き
に
な
っ
た
枝
を

し
げ
ら
せ
て
い
る
こ
の
竹
の
一

む
ら
が
、
や
ぶ
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　大淀町の PR を目的として、町マスコットキャ
ラクターよどりちゃんが、『ゆるキャラグランプリ
2013』にエントリーしています。
　11 月８日 ( 金 ) まで一日一票投票
できますので、『よどりちゃん』への
投票・応援にご協力お願いします。
■投票方法
　パソコン、スマートフォン、または携帯電話か
ら『ゆるキャラグランプリ 2013（http://www.
yurugp.jp/）』にアクセスして投票してください。
■問い合わせ先　町役場　企画政策課

ゆるキャラグランプリ 2013
めざせ！ 100 位以内 !!
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　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事
業を実施しています。
■ク ラ ス
　〇赤ちゃんクラス（３カ月～１歳３カ月）　火曜日
　〇ちびっこクラス　月曜日・水曜日
■時　　間
　午前10時～午前11時15分（９時30分から開放）
■場　　所
　町地域子育て支援センター
■持 ち 物
　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　 月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に

利用してください。申し込みは必要ありません。
　　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談
　育児相談は随時受付をしています。
　 希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先
　延明保育園　☎0747−52−0388

青空ひろば
◇日　　時　10月７日（月）午前10時～午前10時30分
◇参 加 費　無料
◇内　　容
　 外で絵本を読んだり、制作をして過ごします。
※　雨天時は中止になります。

高校生とあそぼう！
◇日　　時　10月９日（水）午前10時～
◇場　　所　子育て支援センター
◇内　　容
　 大淀高校の生徒さんたちが、手遊びや絵本を読みに

来てくれます。みんなで楽しく遊びましょう！
　ちびっこクラスと赤ちゃんクラス合同で行います。

お誕生会
◇日　　時　10月22日（火）午前10時～
◇場　　所　延明保育園
◇内　　容
　 10月生まれのお友達を、保育園のお友達とみんなで

お祝いします。素敵なプレゼントもありますので、
10月生まれのお子さんはぜひ参加してください。

親子ピクニック
◇日　　時　10月29日（火）
　　　　　　午前９時50分～午後３時ごろ
◇場　　所　宇陀アニマルパーク
◇参 加 費　１人につき200円 （おやつ代も含む）
◇持 ち 物　 お弁当・水筒・敷物・おしぼり・お子さん

の着替えなど、その他各自必要なもの
◇予 備 日　 10月31日（木）
※ 　申込みが必要です。詳しくは、子育て支援センター

へお問い合わせください。

ベビーマッサージ
◇日　　時　10月30日（水）午前10時～
◇場　　所　子育て支援センター
◇参 加 費　初回300円、次回から200円
◇持 ち 物　 バスタオル・タオル・防水シーツ・オムツ

などその他必要なもの
◇内　　容　 助産師が指導します。
※　着脱しやすい服装でお越しください。

プ レ マ マ っ こ
10/21（月）助産師とのフリートーク

赤 ち ゃ ん ク ラ ス
10/ ８（火）親子体操　参加費：200円

10/15（火）おいもほり
持ち物：スコップ・ビニール袋１枚

10/21（月）制作「みのむし」
持ち物：のり・クレパス

ち び っ こ ク ラ ス

10/16（水）おいもほり
持ち物：スコップ・ビニール袋１枚

10/23（水）制作「みのむし」・手作りおやつ「スイートポテト」
持ち物：のり・クレパス・飲み物・おしぼりなど

10/28（月）ワイワイたいむ「手作りおもちゃを作ろう」

　「お家でのお子さまとの関わり方」「オムツ替え」「授
乳」など、家庭への子育てについて相談がある場合は、
自宅に訪問します。気軽に利用してください。

統
一
標
語

「
消
す
ま
で
は  

心
の
警
報  

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
の
で
、

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策 ―

３
つ
の
習
慣

◦ 

寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◦ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

◦ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◦ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

な
ど
を
設
置
す
る
。

◦ 

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

◦ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

火
器
な
ど
を
備
え
る
。

◦ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
な
ど
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
・
大
淀
消
防
署

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
１
９
９

　

 http://w
w

w
.nakayoshino.or.jp/

11
月
９
日
～
11
月
15
日　
　
　
　
　
　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
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教育週間に学校（園）を公開します
　奈良県は、教育に関する県民の意識や関心を高めるとともに、家庭、地域社会および学校が一層連携を深
め教育の充実と発展を図ることを目的として、11月１日を奈良県教育の日と定めています。また、今年度は、
教育の日を含む10月27（日）から11月２日（土）までの一週間を奈良県教育週間としています。
　本町では、平成19年度から町内の公立２幼稚園、３小学校、１中学校で３日間の学校公開を実施しています。
公開期間中には、大勢の人が園や学校での授業の様子や施設などを参観されました。そして、教育の充実と発
展を図るため、多くのご意見やご感想をお寄せいただきました。
　本年度も、町教育委員会は、教育週間中に下記の日程で幼稚園・小学校・中学校を町民のみなさんに公開し
ます。この期間中に、各幼稚園・小学校・中学校を参観していただき、子供たちの学習の様子や施設などをご
覧いただき、ご意見やご感想をお寄せください。
　なお、参観の際は、 安全管理のため受付で住所・氏名を記入していただきますので、ご協力をお願いします。

■お願い　◦幼稚園・学校の参観の際は、園児・児童・生徒の活動に支障ないようにしてください。
　　　　　◦園内・校内での携帯電話の使用はご遠慮ください。
　　　　　◦幼稚園および学校敷地内は全面禁煙となっています。ご協力をお願いします。

■問い合わせ先
　町教育委員会　学務課　☎0747−52−1522

教育施設 公　開　日　時 駐　車　場

大淀西部幼稚園 11月５日（火）～11月７日（木）
午前９時30分～午後２時 幼稚園にあります。

大淀東部幼稚園 11月７日（木）・11月８日（金）・11月11日（月）
午前９時30分～午後２時 幼稚園にあります。

大淀桜ヶ丘小学校
大淀緑ヶ丘小学校
大淀希望ヶ丘小学校

11月７日（木）～11月９日（土）
午前９時30分～午前11時30分
※ 　11月９日（土）の大淀緑ヶ丘小学校の公開は、

午前11時～午後１時となります。

学校で準備しています。

大淀中学校 10月30日（水）～11月１日（金）
午前９時30分～午前11時30分

町文化会館の駐車場を
利用してください。

■
人　

数

　

保
育
士　

３
名

■
就
業
場
所

　

 

町
内
の
公
立
保
育
所

　
（
第
一
保
育
所
ま
た
は
あ
お
ぞ
ら
保
育
所
）

■
仕
事
内
容

　

０
歳
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
乳
幼
児
の
保
育

■
時　

間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※　

早
出
・
遅
出
あ
り　

シ
フ
ト
制

■
休　

日

　

週
休
２
日

■
給　

与

　

月
額　

14
万
４
３
０
０
円

■
待　

遇

　

交
通
費 

一
部
支
給
・
社
会
保
険　

等

■
資　

格

　

 

昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法

　

電
話
連
絡
の
う
え
、履
歴
書
（
写
真
添
付
・

保
育
士
資
格
の
写
し
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
後
程
、
面
接
日
程
等
を
連

絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

福
祉
課

公
立
保
育
所

臨
時
職
員
募
集

ご自由に
　おこしください。

　未就園児の親子を対象に毎月１回程度『わくわくルーム』を開催しています。
　幼稚園に親子で来てもらい、同じくらいの年齢のお友だちと遊んで、楽し
い時間を過ごしましょう。また、親子のふれあいや親同士の交流の輪を広げ、
お子さんの成長を共感しながら、子育てを一緒に考えましょう。
【10月・11月分　内容・開催日時】
○大淀西部幼稚園　ふれあい遊び・制作等
　　　　　　　　　10月18日（金）・11月15日（金）
　　　　　　　　　午前10時～午前11時
○大淀東部幼稚園　絵本の読み聞かせ等
　　　　　　　　　11月７日（木）・８日（金）・11日（月）
　　　　　　　　　午前９時30分～午後２時
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今
年
は
能
の
大
成
者
・
世ぜ

あ

み
阿
弥
の
生
誕
６
５
０
年
に

あ
た
り
ま
す
。
９
月
７
日（
土
）に
は
、
町
文
化
会
館
あ

ら
か
し
ホ
ー
ル
で「
能
楽
座
大
淀
町
公
演
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
の
座
員
は「
能
楽
座
大
淀
町
公

演
」に
参
加
し
て
、
第
一
部
で
来
場
者
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
世
阿
弥
が
つ
く
っ
た「
高た

か
さ
ご砂
」を
謡
い
ま
し
た
。

「
客
席
に
大
き
な
声
で
謡
う
人
が
い
た
か
ら
負
け
た
ら

あ
か
ん
」と
思
っ
て
、お
も
い
っ
き
り
大
き
な
声
で
謡
っ

た
と
い
う
座
員
が
い
ま
し
た
。
会
場
全
体
に
響
き
わ
た

る「
高
砂
」に
座
員
は
大
感
激
で
し
た
。
き
っ
と
来
場
者

の
み
な
さ
ん
も
満
足
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

無
関
心
世
代

人権コラム
Vol.62

　

50
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
な
ら
ご
記
憶
に

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
昭
和
50
年
代
の
若
者

た
ち
は「
し
ら
け
世
代
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
政
治
に
対
し
て
は
無
関
心
で
、
何

事
に
も
冷
め
た
目
で
見
る
。
個
人
の
幸
福

や
自
由
を
優
先
さ
せ
、
何
よ
り
も
集
団
行

動
を
避
け
る
と
い
う
当
時
の
若
者
た
ち
の

風
潮
を
表
す
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
の
若
者
た
ち
は「
無
関
心
世

代
」と
言
わ
れ
、
こ
れ
も
同
様
に
政
治
や

経
済
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
や
身
近
で
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
無
関
心
で
あ
る
若

者
た
ち
の
思
考
や
行
動
を
表
現
し
て
い
ま

す
。

　
「
無
関
心
世
代
」と
は
、
社
会
や
マ
ス
コ

ミ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た「
造
語
」に
は
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
皮
肉
に
も
こ
の
言
葉
を

主
に
使
っ
て
い
る
の
は
今
の
若
者
世
代
の

風
潮
を
批
判
的
に
見
る
、
か
つ
て
の「
し

ら
け
世
代
」と
言
わ
れ
た
中
高
年
齢
層
の

人
た
ち
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の「
無
関
心
」で
す
が
、
こ
れ

は
何
も
若
者
た
ち
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
社
会
全
体
に
蔓ま
ん
え
ん延
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。
政
治
や
経
済
、
国
際
社
会
の
動
向

に
無
関
心
で
あ
る
の
も
困
っ
た
も
の
で
す

が
、
何
よ
り
も
気
に
な
る
の
が
他
人
や
地

域
社
会
に
対
す
る
関
心
の
な
さ
で
す
。

　

想
像
し
て
く
だ
さ
い
、こ
ん
な
社
会
を
。

隣
近
所
の
困
っ
て
い
る
人
を
見
て
も
知
ら

ん
ふ
り
。
地
域
活
動
や
付
き
合
い
は
関
係

な
い
。
人
の
迷
惑
を
無
視
し
た
傍
若
無
人

な
行
為
を
繰
り
返
し
、
あ
げ
く
の
果
て
は

平
然
と
い
じ
め
や
差
別
を
す
る
。
そ
れ
も

何
の
躊
ち
ゅ
う
ち
ょ
躇
も
罪
悪
感
も
な
く
。
自
分
以
外

の
人
が
ど
う
な
ろ
う
と
、何
を
困
ろ
う
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
関
係
な
い
。
そ
れ
が
社
会

の
常
識
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
が
杞
憂
に

終
わ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
み
な
さ
ん
は
心
配
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
善

良
な
心
を
お
持
ち
で
す
。
た
だ
、
願
わ
く

は
今
よ
り
少
し
、
他
人
や
社
会
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
自
分
と

同
じ
よ
う
に
他
人
も
地
域
も
大
切
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
高
齢
者
や
子
ど

も
、
困
っ
て
い
る
人
に
大
切
に
接
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
ん
な
心
や
行
為

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。

　
「
愛
の
反
対
は
憎
し
み
で
は
な
く
無
関

心
で
す
。」マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
残
し
て
く

れ
た
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
を

ゆ
っ
く
り
噛か

み

し
め
あ
い
た
い

も
の
で
す
。
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日 月 火 水 木 金 土

15 16 17 18 19

22

13 14

27

6 7 10 11 12

41

8 9

2 3 5

29 30 31

23 24 25 262120

28

文化会館・図書館ともに休みの日

10月のカレンダー10月のカレンダー10月のカレンダー

町文化会館・図書館からのお知らせ
　町文化会館・図書館では下記の期間、改修工事のため長期閉館させていただきます。
ご利用のみなさまには、ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。
　休館中は、工事車両が出入りしますので、利用者の安全確保のため、
返却ポストも閉鎖します。返却は10月26日（土）以降にお願いします。
■臨時休館　９月23日（月）～10月25日（金）
■問い合わせ先　◦町文化会館　☎0747−54−2110
　　　　　　　　◦町立図書館　☎0747−54−2120

町文化会館・図書館からのお知らせ

リサイクルブックフェア
（古本・雑誌市）

　図書館で利用の終えた図書、および保存期間を経過したた
めに除籍した雑誌、利用者のみなさんからお寄せいただいた
古本を無料で持ち帰っていただくリサイクルブックフェアを
開催します。
■日　時　10月26日（土）午後１時～午後４時
■場　所　町文化会館　大ホール前
※　なくなり次第、終了します。

～ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 ～
　リサイクルブックフェアを当日手伝っていただけるボラン
ティアも同時に募集しています。作業内容は、リサイクルブ
ックフェアの受付、本の搬入・搬出・整理等です。

～ 古 本 募 集 ～
　リサイクルブックフェアに提供していただける古本を募集
します。
　ご家庭で読み終えた本や、不要になった本を図書館へお持
ちください。
■申込方法　電話で申し込んでください。
■本の持ち込み　10月25日（金）まで
※ 　図書館休館中につき、本の搬入は図書館までお問い合わ

せください。
■持ち込みの冊数　１件につき、50冊まで
■持ち込み図書の種類
　一般書・文庫本・児童書・絵本
※　漫画、雑誌は受付できません。
■注意事項
　本の状態、内容によっては受付できない場合があります。
　残った本は、リサイクルブックフェア終了後、１週間以内
に必ず引き取りに来てください。

■問い合わせ先　町立図書館　☎0747−54−2120

第17回図書館まつり

　講演や展示、ワークショップなど
楽しいイベントが盛りだくさんです。
　みなさん、ぜひお越しください。
■日　時
　11月30日（土）・12月１日（日）
■場　所　町文化会館

※ 　イベントの詳細は来月号の広報
誌で案内します。

～ワークショップの手芸
ボランティアを募集～

　図書館まつり２日目、12月１日（日）
午前10時～午後４時のワークショッ
プにおいて『ぐりとぐらのフェルトバ
ッチ作り』等を行います。
　かわいいぐりとぐらのバッチ作り
のお手伝いをしていただける人を募
集します。

　詳細は、図書館までお問い合わせ
ください。

■問い合わせ先
　町立図書館　☎0747−54−2120
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大
淀
町
で
は
大
規
模
地
震
発
生
に

備
え
た
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
第
一

歩
と
し
て
、
建
築
さ
れ
て
か
ら
一
定

期
間
を
過
ぎ
た
木
造
住
宅
の
『
耐
震

診
断
支
援
事
業
』、『
耐
震
改
修
工
事

補
助
事
業
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
耐

震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
一
定
の
要

件
を
満
た
し
も
の
に
つ
い
て
は
固
定

資
産
税
の
減
額
、
所
得
税
の
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
『
耐
震
診
断
』、『
耐

震
改
修
』
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　

 

町
内
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の
で
、
延
床
面
積
が
２
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

■
費　

用

　

国
、
県
、
町
が
診
断
費
用

（
４
万
５
０
０
０
円
）
を
負
担
し
ま

す
。
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
募
集
戸
数

　

３
戸
（
先
着
順
）

■
そ
の
他

木
造
住
宅

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
事
業
の
募
集

　

申
込
み
時
に
は
、
助
成
申
請
書
、

住
民
票
、
建
物
外
観
写
真
、
建
築
時

期
・
建
物
所
有
者
の
分
か
る
も
の（
建

築
確
認
通
知
書
、
建
物
登
記
事
項
証

明
書
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
記
載
事

項
証
明
書
等
）
が
必
要
で
す
。

■
申
込
締
切

　

11
月
29
日
（
金
）

■ 

耐
震
改
修
事
業
の
対
象
と
な
る
住

宅

　

 

町
内
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の 

■
補
助
対
象
工
事

◦ 

改
修
工
事
前
の
構
造
評
点
が

１
・
０
未
満
で
あ
る
と
さ
れ
た
も

の
で
、改
修
後
構
造
評
点
が
１
・
０

以
上
に
な
る
改
修
工
事　

◦ 

改
修
工
事
前
の
構
造
評
点
が

０
・
７
未
満
で
あ
る
と
さ
れ
た
も

の
で
、改
修
後
構
造
評
点
が
０
・
７

以
上
に
な
る
改
修
工
事　

◦ 

改
修
工
事
の
完
成
お
よ
び
関
係
書

類
の
提
出
を
平
成
26
年
２
月
28
日

ま
で
に
完
了
で
き
る
も
の

■
補
助
対
象
者

　

 

補
助
対
象
工
事
を
行
う
補
助
対
象

住
宅
の
所
有
者

■
補
助
金
額

　

 

補
助
対
象
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
に
要
し
た
費
用
が
50
万
円
以

上
２
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は

20
万
円
、
２
０
０
万
円
を
超
え

３
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
耐
震

改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
１

割
、
３
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合

は
30
万
円
を
補
助

■
募
集
戸
数

　

１
戸
（
先
着
順
）

■
そ
の
他

  

改
修
工
事
を
行
う
ま
で
に
申
し
込

み
手
続
き
（
補
助
金
交
付
申
請
）
が

必
要
で
す
。

　

申
込
み
時
に
は
、
交
付
申
請
書
、

耐
震
診
断
の
結
果
の
写
し
、
耐
震
補

強
設
計
書
等
が
必
要
で
す
の
で
、
詳

し
く
は
町
役
場
建
設
産
業
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

10
月
31
日
（
木
）

　

申
請
用
紙
等
は
町
役
場
建
設
産
業

課
で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、本
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

建
設
産
業
課

耐
震
診
断
支
援
事
業

耐
震
改
修
事
業

　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050−3383−5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050−3383−0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

消費生活相談

無料交通事故相談

児童相談

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　水・金曜日
　　　　午前９時〜午後５時
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　10月16日㈬
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場

■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081
■日時　11月15日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場住民保険課
　　　　　　　☎0747−52−0001
■日時　12月16日㈪
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場建設産業課
　　　　　　　☎0747−52−0001

■日時　10月19日㈯　　
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　11月１日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　下市町保健センター
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

無料法律相談（予約が必要です）

心配ごと合同相談

住宅増改築相談
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▲清九郎銅像
　（大和清九郎会館前）

　

妙
好
人
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
何
事
に
も
謙
虚
で

孝
心
深
い
人
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
妙
好
人
と
し
て
名
高

い
大
和
清
九
郎
が
育
っ
た
地
に
残
る

様
々
な
伝
承
を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

　

よ
う
こ
そ
清
九
郎
の
里
へ

　

～
大
和
の
妙
好
人
に
出
会
う
旅
～

■
日　

時

　

11
月
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
に
受

付
場
所
に
て
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

配
布
し
ま
す
。

※　

小
雨
決
行

■
受
付
場
所

　

近
鉄
葛
駅
改
札
出
口

■
コ
ー
ス

　

 

葛
駅
（
受
付
）
→
因
光
寺
→
大
和

清
九
郎
会
館
→
清
九
郎
の
墓
（
鉾

立
）
→
光
蓮
寺
→
大
淀
焼
見
学
→

近
鉄
下
市
口
駅
（
ゴ
ー
ル
地
点
）

約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

※ 　

解
散
場
所
で
は
、
町
特
産
品
の

即
売
あ
り

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物

　

 

昼
食
・
雨
具
・
保
険
証
・
水
分
補

給
の
た
め
の
お
茶
や
水

■
申
込
み

　

不
要
（
当
日
受
付
）

■
そ
の
他

◦ 

途
中
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
山
道

が
あ
り
ま
す
。
運
動
靴
も
し
く
は

歩
き
や
す
い
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◦ 

ハ
イ
キ
ン
グ
中
の
け
が
・
事
故
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
。
体
調
な
ど
に
充
分
ご

留
意
い
た
だ
き
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◦ 
警
報
発
令
な
ど
で
荒
天
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

企
画
政
策
課

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

に
よ
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま

健
脚
向
き

フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

た
、
65
才
以
上
を
対
象
と
し
た
健
康

体
操
事
業
「
元
気
倶
楽
部
65
」
も
実

施
し
ま
す
。

※ 　

健
康
体
操
の
内
容
は
65
才
以
上

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
65
才

未
満
の
人
で
も
ご
参
加
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

■
日　

時

　

10
月
31
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
頃

■
場　

所

　

町
役
場　

３
階
３
０
１
会
議
室

■
対　

象

　

 

町
内
在
住
者
（
65
才
未
満
も
参
加

可
能
）

■
費　

用　

無
料

■
定　

員　

50
人

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
、
氏
名
・
住
所
・
連

絡
先
・
年
齢
を
記
入
し
た
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 　

た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

ほ
け
ん
課

　

〒
６
３
８- 

８
５
０
１

　

大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０

　
　

０
７
４
７-

52-

４
３
１
０

　

e-m
ail　

 h
o

k
e

n
@

to
w

n
.

oyodo.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
・
元
気
倶
楽
部
��

　

10
月
21
日
（
月
）
か
ら
27
日
（
日
）

ま
で
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

定
例
の
相
談
所
の
ほ
か
に
後
記
の

場
所
で
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　

身
の
回
り
の
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か

分
か
ら
な
い
こ
と
、
登
記
・
道
路
・

郵
便
・
年
金
・
保
険
な
ど
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
本

町
の
行
政
相
談
委
員
に
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

〈
特
設
行
政
相
談
所
〉

■
日　

時　

　

10
月
23
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　

所

　

町
役
場
２
階　

会
議
室
２
０
３

■
相
談
の
相
手

　

 

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
本

町
行
政
相
談
委
員

■
予　

約

　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

総
務
課

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

■
演　

題

　

 

源
流
の
文
化
・
景
観
等
の
保
全
活

用
と
流
域
連
携

　

 

～
源
流
白
書
が
切
り
拓
く
源
流
の

将
来
像
～

■
講　

師

　

 

中
村 

文
明
（
多
摩
川
源
流
研
究

所
所
長
）

■
日　

時

　

11
月
２
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　

所

　

 

和
歌
山
県
九
度
山
町　

ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー　

５
階
大
ホ
ー
ル

　

 （
和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
九

度
山
１
１
９
０-

１
）

■
定　

員

　

先
着
２
０
０
人

■
参
加
費　

無
料

■
主　

催

　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

■
そ
の
他

　

 

講
演
会
終
了
後
（
午
後
３
時
～
）、

全
国
源
流
の
郷
協
議
会
主
催
の

「
源
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

企
画
政
策
課

水
環
境
に
関
す
る

講
演
会



��

が
ん
サ
ロ
ン

﹃
患
者
サ
ロ
ン
よ
し
の
﹄

無
料
法
律
相
談

県
立
大
淀
養
護
学
校

地
域
別
懇
談
会

■
場　

所

　

 

奈
良
県
文
化
会
館

※　

入
選
以
上
の
作
品
を
展
示

■
期　

間

　

11
月
２
日（
土
）～
11
月
８
日（
金
）

※　

５
日
（
火
）
は
休
館

■
入
場
料　

無
料

<

作
品
募
集>

■
公
募
作
品

　

 

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
芸
・
写
真
の
各
部
門
未
発
表
作

品
※　

各
部
門
１
人
に
つ
き
２
点
以
内

■
出
品
手
数
料

　

１
点　

３
０
０
０
円

　

２
点　

５
０
０
０
円　

※ 　

平
成
25
年
４
月
１
日
時
点
で
18

歳
未
満
の
人
は
、
１
点
１
５
０
０

円
、
２
点
２
５
０
０
円

■
搬
入
日　

○
日
本
画
・
工
芸
・
書
芸

　

10
月
25
日
（
金
）

○
洋
画
・
彫
刻
・
写
真

　

10
月
26
日
（
土
）

　

10
月
27
日
（
日
）

■
搬
入
先

　

 

奈
良
県
文
化
会
館
（
奈
良
市
登
大

路
町
６-

２
）

■
そ
の
他

　
「
開
催
要
項
」
等
を
ご
希
望
の
人

は
、
町
教
育
委
員
会
・
町
文
化
会
館

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

町
文
化
会
館

　

☎
０
７
４
７-

54-

２
１
１
０

　

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
、
無
料
法
律
相
談
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
奈
良
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
に
よ
る
、
無
料
法
律
相
談
で
す
。

多
重
債
務
・
夫
婦
問
題
・
遺
言
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
相
談
を
受
け
て
い
た

だ
け
ま
す
。

■
日　

時

　

10
月
18
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　

所

　

町
役
場　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 　

10
月
11
日
（
金
）
か
ら
予
約
受

付
開
始

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
奈

良
県
弁
護
士
会
内
）

　

☎
０
７
４
２-

22-

２
０
３
５

　

患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や
患

者
家
族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
う
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。
今
回

は
、
専
門
医
師
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
は
、「
が
ん
」
と
診
断
さ

れ
た
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
か
ら
だ

や
心
の
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、
自
分
ら

し
く
、
よ
り
よ
い
療
養
生
活
を
過
ご

す
た
め
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
内　

容

○
講
演
会
「
が
ん
と
緩
和
ケ
ア
」

○ 

交
流
会
（
が
ん
患
者
、
家
族
同
士

で
情
報
交
換
）

■
日　

時

　

10
月
25
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場　

所

　

吉
野
保
健
所　

２
階　

大
会
議
室

■
対　

象

　

 

県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん
患

者
、
そ
の
家
族

■
定　

員

　

先
着
50
人

※ 　

定
員
を
超
え
た
場
合
の
み
通
知

し
ま
す
。

■
参
加
費

　

無
料

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加

人
数
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
８-

０
０
４
５

　

下
市
町
新
住
15-

３

　

 

吉
野
保
健
所　

母
子
・
健
康
推
進

係

　

☎
０
７
４
７-

64-

８
１
３
４

　
　

０
７
４
７-

52-

７
２
５
９

　

県
立
大
淀
養
護
学
校
で
は
、
平
成

25
年
度
の
大
淀
町
・
吉
野
町
・
下
市

町
・
五
條
市
地
域
別
懇
談
会
を
後
記

の
と
お
り
開
催
し
、
今
後
の
障
が
い

者
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
地
域
内
で

の
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。同
校
保
護
者
以
外
に
も
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習

す
。

■
テ
ー
マ

　

 

み
ん
な
で
か
ん
が
え
よ
う　

卒
業

後
の
進
路
・
生
活

■
日　

時

　

11
月
７
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場　

所

　

町
役
場　

２
階
２
０
１
会
議
室

■
参
加
者

　

 

行
政
担
当
者
・
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
担
当
者
・
大
淀
養
護
学
校
児

童
生
徒
の
保
護
者
・
大
淀
養
護
学

校
卒
業
生
の
保
護
者
・
大
淀
養
護

学
校
進
路
指
導
担
当
教
員
・
地
域

の
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍

児
童
生
徒
の
保
護
者
・
特
別
支
援

学
級
担
当
教
員
・
そ
の
他
関
心
の

あ
る
人

■
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

県
立
大
淀
養
護
学
校　

田
中
ま
た

は
津
村

　

☎
０
７
４
７-

52-

７
６
５
５

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
26
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）
を
希

望
す
る
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
と

第
�4
回
奈
良
県
美
術

展
覧
会



��

町 役 場
0747−52−5501

0747−52−5502

大 淀 病 院 0747−52−8801

水 道 部 0747−52−0137

大 淀 消 防 署 0747−52−1199

教 育 委 員 会 0747−52−1522

町 中 央 公 民 館 0747−52−1524

保 健 セ ン タ ー 0747−52−9403

児 童 セ ン タ ー 0747−52−8319

桜ヶ丘総合センター 0747−52−5402

旭ヶ丘総合センター 0746−32−5189

杉本記念文化センター 0746−32−2489

平 畑 体 育 館 0747−52−6234

南和広域美化センター 0747−52−3253

文 化 会 館 0747−54−2110

図 書 館 0747−54−2120

町 社 会 福 祉 協 議 会 0747−52−1941

町包括支援センター 0747−52−7760

中 吉 野 警 察 署 0747−53−0110

吉野路大淀ｉセンター 0747−54−5361

健康づくりセンター 0746−34−5501

シルバー人材センター 0747−54−5522

ふれあい活動センター 0747−54−5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745−67−0543

善意銀行だより善意銀行だより

善意 銀行

　今回、次の方から善意が寄せられま

した。

□亡夫供養のため

　森　妙子（下渕）

　ありがとうございました。有意義に

使わせていただきます。

　  町社会福祉協議会

そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
同
校
の
肢

体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体

験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
奈
良
県
内
全
域

を
対
象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
障
が
い
が
重
い
、
病
気
な
ど

健
康
上
の
理
由
、
あ
る
い
は
家
庭
の

都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

の
困
難
な
児
童
生
徒
の
家
庭
に
教
員

が
訪
問
し
て
行
う
教
育
で
す
。

■
日　

時

○
中
学
部

　

11
月
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

○
高
等
部

　

11
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

※ 　

両
日
と
も
、
給
食
の
試
食
を
行

い
ま
す
。

■
場　

所

　

 

県
立
明
日
香
養
護
学
校
（
高
市
郡

明
日
香
村
川
原
４
１
０
）

■
対　

象

◦ 

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小
学
６
年

生
（
中
学
部
）
お
よ
び
中
学
３
年

生
（
高
等
部
）
と
そ
の
保
護
者
お

よ
び
関
係
者

◦ 

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る

児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
お
よ
び

関
係
者

※ 　

当
日
参
加
の
困
難
な
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

10
月
31
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校 
前
田　

   

　

☎
０
７
４
４-

54-

３
３
８
０

　　

　町体育協会では秋季大会（グラウンド・ゴルフ）の参加者
を募集しています。
　多くのみなさんのご参加をお待ちしています！！
■日　　時　10月27日（日）午前９時集合
　　　　　　（予備日：11月10日（日））
■場　　所　平畑運動公園サッカー場
■対　　象　本町に在住もしくは在勤の人
■申込締切　10月17日（木）
■申込み・問い合わせ先
　町体育協会事務局（町教育委員会生涯学習課内）
　☎0747−52−1522

秋季大会（グラウンド・ゴルフ）
参加者募集

三井住友海上文化財団派遣コンサート
須川展也 サクソフォンリサイタル

　日本が世界に誇るサックス奏者、須川展也氏によるサク
ソフォンリサイタルです。
■日　時　11月10日（日）　開演　午後２時
　　　　　　　　　　　　開場　午後１時30分
■場　所　町文化会館　あらかしホール
■入場料　【一般】　1,000円（当日 1,200円）
　　　　　【あらかし友の会】　500円（前売りのみ）
　　　　　【大学生以下】　500円
■問い合わせ先　町文化会館　☎0747-54-2110
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編
集

・
発

行
　

大
淀

町
役

場
　

総
務

課
広

報
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聴
係

／
奈

良
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吉
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郡
大

淀
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桧
垣

本
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地
／

☎
 0747�
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4310／

http：
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w
w
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毎
月

1
回

1
日

発
行

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．�わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．�わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．�わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．�わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．�わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

梨花 アラカシ

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

（中増）

パパからのコメント

元気いっぱいに育ってね☆

大
おおぐち

口　陽
ひ な た

向くん
（平成24年12月28日生まれ）

　のうごき
平成25年₈月31日現在

●人　口� 19,147人（－43）
　　男� 9,182人（－20）
　　女� 9,965人（－23）
●世帯数� 7,494（－ 8）
����　（　）内は前月との比較

広　告

広　告

広　告


